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○
前
例
が
な
い
。
だ
か
ら
や
る

○
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
元
に
戻
せ
ば
い

い
○
職
場
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い

○
存
分
に
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
校
長
に
な
っ
た
時
か
ら
念
頭

に
置
い
て
い
た
考
え
方
で
あ
る
。

｢前
例
が
な
い
だ
か
ら
や
る
」
は
、
銀
行
マ

ン
か
ら
業
績
不
振
だ
っ
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

社
長
に
な
り
、
賞
味
期
限
二
か
月
前
に
な
っ

た
商
品
は
回
収
し
て
捨
て
さ
せ
る
な
ど
、「
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
美
味
し
い
」
と
い
う
評
判
を

得
て
、
業
績
を
回
復
さ
せ
る
ま
で
の
顛
末
を

書
い
た
樋
口
廣
太
郎
氏
の
著
書
名
で
あ
る
。

我
々
は
、
学
校
経
営
に
あ
た
っ
て
、
と
か

く
前
例
に
倣
う
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
で
は

学
校
が
変
わ
ら
な
い
。
校
長
が
、
自
分
の
教

育
観
や
課
題
意
識
に
基
づ
い
た
経
営
を
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

私
は
、
学
校
四
週
六
休
制
が
始
ま
っ
た
時

に
は
、
二
週
間
を
一
サ
イ
ク
ル
と
す
る
教
育

課
程
を
編
成
し
た
。
ま
た
、
放
課
後
の
諸
活

動
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
一
単
位
時
間

を
五
十
五
分
、
週
二
十
五
コ
マ
（
通
常
は
二

十
八
コ
マ
）
の
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施
し

た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
際
、「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
元

に
戻
す
」
と
い
う
覚
悟
さ
え
し
て
お
け
ば
、

新
し
い
試
み
を
す
る
こ
と
に
、
な
ん
ら
躊
躇

す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
、
新
し
い
試
み
を
す
る
時
、
教
職

員
が
「
よ
し
、
や
ろ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、
楽
し
い
職
場

づ
く
り
に
腐
心
し
た
。

最
後
の
言
葉
は
、
離
任
の
際
、
こ
の
よ
う

に
言
え
る
よ
う
な
経
営
を
し
よ
う
と
思
い
、

言
っ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
。

今
、
学
校
は
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対

応
や
教
職
員
の
長
時
間
労
働
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
校
長
は
教
育
課
程

の
編
成
を
は
じ
め
、
多
く
の
権
限
を
持
っ
て

い
る
。
失
敗
し
た
ら
元
に
戻
せ
ば
い
い
。
思

い
切
っ
た
学
校
経
営
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
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⿙

教
育
学
部
創
立
百
五
十
周
年
を
記
念
す
る

同
窓
会
記
念
誌
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
百
周
年
以
降
の
同
窓
会
の
活
動
の

足
跡
を
ま
と
め
る
重

要
な
事
業
で
あ
る

が
、
編
集
委
員
と
楽

し
く
仕
事
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

教
育
学
部
の
組
織
の
変
遷

黒
川
弘
氏
に
三
部
に
わ
た
り
教
育
学
部
の

変
遷
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
だ
い
た
。
昨
年

度
本
学
部
で
大
き
な
組
織
改
革
が
あ
っ
た
の

で
、
今
回
、「
百
年
史
」
や
「
学
部
要
覧
」
を

参
照
し
、
今
ま
で
の
流
れ
を
記
し
な
が
ら
紹

介
し
た
い
。

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）、
小
学
校
教
員

養
成
課
程
と
中
学
校
教
員
養
成
課
程
（
国
語

科
専
攻
・
社
会
科
専
攻
・
数
学
科
専
攻
・
理

科
専
攻
・
音
楽
科
専
攻
・
美
術
科
専
攻
・
保

健
体
育
科
専
攻
・
技
術
科
専
攻
・
家
庭
科
専

攻
）
の
定
員
が
改
定
さ
れ
、
養
護
学
校
教
員

養
成
課
程
が
新
設
さ
れ
た
。

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
小
学
校
教
員
養

成
課
程
の
教
科
・
分
野
（
国
語
科
・
社
会
科
・

算
数
科
・
理
科
・
音
楽
科
・
図
画
工
作
科
・

体
育
科
・
教
育
原
理
学
・
教
育
心
理
学
）
に

選
修
制
が
導
入
さ
れ
た
。

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
幼
稚
園
教
員
養

成
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。

四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
特
別
教
科
（
看

護
）
教
員
養
成
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、
養
護
教
諭
養
成

課
程
が
設
置
さ
れ
た
。

六
十
年（
一
九
八
五
）、特
別
教
科（
看
護
）

教
員
養
成
課
程
が
廃
止
さ
れ
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

課
程
が
新
設
さ
れ
た
。

十
一
年
（
一
九
九
九
）、
生
涯
教
育
課
程
が

新
設
、
中
学
校
教
員
養
成
課
程
の
再
編
成
と

増
設
が
行
わ
れ
た
（
自
然
教
育
・
技
術
教
育

＝
数
学
科
、
理
科
、
技
術
科
、
生
活
・
社
会

教
育
＝
家
庭
科
、
社
会
科
、
言
語
文
化
教
育

＝
国
語
科
、
英
語
科
、
芸
術
教
育
＝
音
楽
科
、

美
術
科
、
身
体
教
育
＝
保
健
体
育
科
、
情
報

教
育
、
教
育
基
礎
）。

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
小
学
校
教
員
養
成

課
程
に
次
の
選
修
が
（
総
合
教
育
選
修
、
教

育
心
理
選
修
、
も
の
作
り
・
技
術
選
修
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
選
修
）
が
加
え

ら
れ
た
。
ま
た
、中
学
校
教
員
養
成
課
程
に
、

教
育
基
礎
が
廃
止
さ
れ
、
総
合
教
育
、
教
育

心
理
が
設
置
さ
れ
た
。

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）、
養
護
学
校
教
員
養

成
課
程
が
特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
課
程
と

名
称
が
変
更
さ
れ
た
。

二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
幼
稚
園
教
員
養

成
課
程
に
保
育
士
養
成
が
開
設
さ
れ
た
。

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

課
程
、
生
涯
教
育
課
程
、
中
学
校
教
員
課
程

の
総
合
教
育
、
教
育
心
理
、
情
報
教
育
の
学

生
募
集
が
停
止
さ
れ
た
。

三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
教
員
養
成
五
課

程（
小
学
校
教
員
、中
学
校
教
員
、特
別
支
援
教

育
教
員
、
幼
稚
園
教
員
、
養
護
教
諭
）
か
ら
学

校
教
員
養
成
課
程
の
一
課
程
に
改
組
さ
れ
た
。

課
程
と
し
て
、
七
コ
ー
ス
（
小
学
校
、
小

中
専
門
教
科
、
中
学
校
、
英
語
教
育
、
特
別

支
援
教
育
、
乳
幼
児
教
育
、
養
護
教
諭
）
に

改
組
さ
れ
た
。

（
文
責

古
山
文
夫
）

特別寄稿 ⚖面

学校現場から ⚒面

学校現場へ ⚓面

会員のいきいき
だより ⚔・⚕面

私の学園生活 ⚗面

卒業を迎えて ⚘面

海外教育施設から
⚙面

我が学舎の今昔
⚙面

現役の学生から
10面

支部だより 10面

新入生の声 11面

事務局より 11面

物故会員 11面

同窓生の美術館
12面

紙 面 紹 介

尾瀬の夏



挑
戦
す
る
こ
と

髙

谷

昌

則

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日
本
人
学
校
で
理

科
、
数
学
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、
一

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
国
内
に
は
、
八
百
を
超

え
る
博
物
館
、
美
術
館
等
の
施
設
が
あ

る
。
日
本
で
採
掘
さ
れ
た
鉱
物
や
採
取

さ
れ
た
動
植
物
が
、
大
切
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
四
百
年
を
超
え
る
日
蘭
交
流

の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
供
た
ち
が
休
日
に
、
博
物
館
や
美

術
館
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
子
供
を

大
切
に
育
て
る
オ
ラ
ン
ダ
の
一
面
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
各
学

年
の
校

外
学
習

で
は
、

子
供
た

ち
が
オ

ラ
ン
ダ

の
文
化

や
歴
史

を
理
解

す
る
た

め
に
、
体
験
活
動
や
現
地
交
流
を
実
施

し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
教
育
で
は
、
一
人
一
人

の
子
供
た
ち
が
、
い
ず
れ
は
社
会
の
中

で
ど
う
い
う
役
割
に
就
く
の
か
、
時
間

を
か
け
て
選
択
で
き
る
制
度
に
な
っ
て

い
る
。

現
地
の
上
級
学
校
に
進
学
す
る
生
徒

も
い
る
た
め
、
授
業
を
す
る
上
で
、
改

め
て
教
材
研
究
の
重
要
さ
を
感
じ
て
い

る
。
義
務
教
育
の
生
活
科
、
理
科
を
系

統
立
て
た
指
導
を
通
し
て
、
理
科
や
数

学
が
、
ど
の
よ
う
に
社
会
に
役
立
っ
て

い
る
か
、
と
い
う
視
点
を
持
て
る
よ
う

な
指
導
を
心
掛
け
て
い
る
。

現
地
で
購
入
さ
れ
た
教
材
や
備
品
も

多
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

読
み
解
い
て
使
用
す
る
。
消
耗
品
の
多

く
も
、
現
地
で
購
入
す
る
た
め
、
銅
の

酸
化
・
還
元
の
実
験
準
備
を
す
る
だ
け

で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ら
で
は
の
学
び
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

｢自
分
も
学
び
な
が
ら
、
子
供
た
ち

に
教
え
て
い
く
」。

教
員
生
活
の
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ

た
が
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
模
索

し
、
国
際
社
会
に
飛
び
立
つ
子
供
た
ち

の
手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

サ
ー
ク
ル
室

宮

葉

清

子

｢戦
争
中
か
ら
使
用
の
オ
ン
ボ
ロ
木

造
校
舎
」「
二
階
で
歩
く
音
が
聞
こ
え

た
」「
床
は
土
ぼ
こ
り
が
舞
い
、
壁
は
汚

な
か
っ
た
」「『
兵
舎
だ
っ
た
か
ら
、
破

傷
風
の
注
射
を
し
た
方
が
い
い
』
と
言

わ
れ
た
」
等
、
昭
和
四
十
年
代
の
サ
ー

ク
ル
室
の
様
子
。

当
時
は
、
食
堂
裏
の
旧
五
号
館
と
呼

ば
れ
た
教
育
系
の
棟
（
①
）、
工
学
部
の

北
、
薬
学
部
東
に
あ
っ
た
棟
（
②
）、
理

学
部
北
で
体
育
館
の
近
く
に
あ
っ
た
運

動
系
・
音
楽
系
の
棟
（
③
）
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
老
朽
化
し
た
木
造
二
階
建

だ
っ
た
。

③
は
、
四
十
六
年
九
月
に
火
事
で
燃

え
、
①
も
五
十
三
年
八
月
に
焼
失
。

現
在
は
、
①
の
場
所
に
文
化
系
の

サ
ー
ク
ル
棟
（
三
階
建
）、
ラ
グ
ビ
ー
・

サ
ッ
カ
ー
場
北
の
奥
に
運
動
系
と
音
楽

系
等
の
二
棟
が
並
ん
で
い
る
。
い
ず
れ

も
明
る
い
外

壁
の
二
階
建

で
あ
る
。

約
百
六
十

の
サ
ー
ク
ル

が
そ
こ
で
活

動
し
、
部
員

は
学
生
生
活

を
充
実
さ
せ

て
い
る
。
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我
が
学
舎
の

今
昔
（
四
）

(Ｓ
50
・
⚓
卒

千
葉
市

同
窓
会
報
編
集
委
員
）

(Ｈ
13
・
⚓
卒印

旛
地
方
）佐渡金山由来の鉱物

③火事直後の運動・音楽系サークル室

①の跡地の現在の文化系サークル室

現在の運動・音楽系サークル室
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今
年
一
月
野
田
市
で
小
学
四

年
女
児
が
、
虐
待
を
受
け
て
亡
く

な
り
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
法
改

正
や
親
の
体
罰
禁
止
の
法
制
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
化

社
会
の
発
展
と
、
地
震
や
風
水

害
、
火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害
の
多
発
と

い
う
平
成
時
代
か
ら
、
新
元
号
「
令
和
」

と
な
り
初
の
会
報
発
行
で
す
。

今
回
の
特
別
寄
稿
は
、
あ
さ
ひ
少
年
少

女
合
唱
団
の
指
導
者
で
あ
る
高
木
智
子
先

生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
佐

治
薫
子
先
生
が
音
楽
監
督
の
千
葉
県
少
年

少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
の
様
子

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
第
百
二

十
七
号
の
佐
治
先
生
の
特
別
寄
稿
を
再
読

し
ま
し
た
。
同
窓
生
が
連
携
し
、
県
内
で

の
音
楽
活
動
を
通
し
て
の
被
災
地
の
激
励

や
国
際
交
流
等
、
子
供
た
ち
の
育
成
や
地

域
貢
献
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
感
服

い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
生
の
美
術
館
に
、
教
え
子
も
私
自

身
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
濵
田
先
生
の

絵
画
が
掲
載
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
よ
り
編
集
委
員
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
不
安
な
気
持
ち
で
、
西
千
葉
駅
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
と
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
心
も
足
取
り
も
急
に
軽
や
か
に
な

り
ま
す
。

（
文
責

小
笠
原
眞
理
子
）

編★集★後★記

同窓生の美術館
遠
い
日
（
風
ま
つ
日
）

濵

田

清

誰
に
で
も
あ
る
子
供
時
代
。
そ
の
遠
い
日
の
記
憶

を
絵
の
モ
チ
ー
フ
に
選
ん
だ
の
も
遥
か
遠
い
日
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
確
か
一
枚
目
の
絵
は
、
冬
の
陽

だ
ま
り
に
枯
草
だ
け
を
描
い
た
記
憶
が
あ
る
。
陽
だ

ま
り
だ
け
が
暖
か
か
っ
た
原
風
景
、
少
し
寂
し
い
絵

で
あ
る
。
人
は
何
故
絵
を
描
く
の
か
。
そ
の
自
問
と

と
も
に
、
少
年
の
日
に
感
じ
た
漠
然
と
し
た
不
安
や

恐
れ
は
、
六
十
年
以
上
を
経
た
今
も
続
い
て
い
る
。

最
近
つ
く
づ
く
と
思
う
こ
と
は
、
絵
を
描
く
こ
と

に
何
を
求
め
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
当
然
、
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
に
尽
き
る
が
、

や
や
も
す
る
と
最
も
大
切
な
表
現
主
題
が
希
薄
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
様
な
中
、
想
像
を
絶
す
る
自

然
災
害
や
社
会
的

シ
ョ
ッ
ク
に
直
面

す
る
と
、
絵
を
描

く
こ
と
の
意
味
や

表
現
す
べ
き
内
容

が
鮮
明
に
な
る
。

今
回
掲
載
の
遠
い

日
「
風
ま
つ
日
」

は
、
東
日
本
大
震

災
後
に
制
作
し
、

国
立
新
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
第
六

十
一
回
一
陽
展
に

出
品
し
た
作
品
で

あ
る
。
復
興
へ
の

願
い
を
鯉
の
ぼ
り

に
、
白
い
椅
子
に

レ
ク
イ
エ
ム
の
思

い
を
込
め
て
表
現

し
た
。

(Ｓ
45
・
⚓
卒

千
葉
市
）


